






















































































なお、高校生は 1 ～ 2 年生の 24 名、大学生（C研










1 年生 2年生 3年生 4年生
A大・大学生 6 （5） 1 （0） 4 （2） 2 （1）
B市・高校生 16 （10） 8 （8）
※数字は人数、（　）内は女子。
本研究における対象者として、A大学の大学生



































































ト説明会を 5 回（同内容）に分散して行った 5。
（ⅲ）　高校生に対するアンケート調査の内容






























































<  C  >　自己の将来についての興味や関心
・ 自分の好きなことについて、10年後どうなっていたいかを考
えたこと。
・ 「こうしたらいいな」から、10年後を考えることで ”種 ”み
たいなのが出た。















































































































































































































4  　この調査対象者である高校生は、主に B 市に
ある一つの高校の探究科に所属していた。そのた
め、学校の「総合」と特別活動において大学生に
よる全体支援を受け、かつ放課後などを活用して
個別支援も受けながら探究学習を進めていく必要
があり、大学生と関係性を早く構築する必要が
あった。
5  　説明会で提示した主な内容は、「探究とはどう
いうものなのか」、「どうやってテーマを設定する
か」、「フィールドワークをどのようにするのか」
などであり、「総合」や特別活動の時間を活用して、
どのような探究学習ができるのかを具体的に提案
した。
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